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第１ 審査の概要
地方公営企業法（昭和 年法律第 号）第 条第２項の規定に基づき審査に付された令和５年度福岡県病院事業、同

流域下水道事業、同電気事業、同工業用水道事業及び同工業用地造成事業の決算書及び添付書類が、事業の経営成績及び

財政状態を適正に表示しているか並びに事業の運営が地方公営企業法の規定に基づく経営の基本原則に従っているかに

主眼を置き、会計帳簿及び証書類と照合し、関係者の説明を求めるとともに、定期監査及び例月現金出納検査の結果も考

慮に入れて審査を行った。

 
第２ 審査の結果

病院事業ほか４事業の決算書及び添付書類は、いずれも関係法規に準拠して作成され、その計数は正確であり、令和５

年度の経営成績及び令和６年３月 日現在の財政状態を適正に表示しているものと認められた。 
          また、予算の執行、収益及び費用に関する事務並びに資産の取得、管理及び処分については、一部に是正を要する事項

が見られたものの、全体として適正に処理されていると認められた。 
 
第３ 審査の意見

１ 福岡県病院事業会計 
当年度の病院事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き 円の純損

失を計上している。これは主として、新型コロナウイルス感染症について、感染症法上の位置づけが５類感染症に移行した

ことによる新型コロナ対策関連交付金の減少及び物価高騰による病院運営経費の増加によるものである。

福岡県立精神医療センター太宰府病院は、県の精神医療の中核施設としての役割を担っており、医療の質の向上等による

収入確保や医薬品費、医療材料費等の経費節減に取り組み、経営の安定に努めることが望まれる。

２ 福岡県流域下水道事業会計 
当年度の流域下水道事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き

円の純利益を計上している。

当事業は、下水の広域的な処理により公衆衛生の向上や生活環境の改善等に寄与しており、令和３年３月に策定した「福

岡県流域下水道事業経営戦略」に基づき、安定的な収入の確保及び維持管理費の削減に取り組み、経営の安定に努めること
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が望まれる。

３ 福岡県電気事業会計 
当年度の電気事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き 円の純利益

を計上している。

当事業は、水力発電により再生可能エネルギーの供給に寄与しており、引き続き経営の安定に努めることが望まれる。

４ 福岡県工業用水道事業会計 
当年度の工業用水道事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き

円の純利益を計上している。

当事業は、工業用水の安定供給により県内の産業振興を担っており、引き続き経営の安定に努めることが望まれる。 

５ 福岡県工業用地造成事業会計 
当年度の工業用地造成事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き

円の純利益を計上している。

当事業は、企業立地の受け皿となる工業用地を整備することにより地域の産業振興に寄与している。令和２年度に事業着

手した宮若北部工業用地及び令和３年度に事業着手した直方・鞍手工業用地については、計画的な造成と分譲に向けた努力

が望まれる。
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≪附属資料≫　各事業の決算概要

１　福岡県病院事業会計

 (1)　決算報告書

　     ア 収益的収入及び収益的支出

　　   　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項 

第２項 

第３項 

 注  仮受消費税を含む。

　　   　(イ)　収益的支出

第１項  

第２項 

第３項  

第４項  

 注  仮払消費税を含む。

予 備 費

区　　　　　分

 第１款　病 院 事 業 費

医 業 費 用

医 業 外 費 用

特 別 損 失

予　算　額

△ 9,410,878

医 業 収 益

医 業 外 収 益

特 別 利 益

△ 221,000,603

△ 31,609

区　　　　　分

 第１款  病 院 事 業 収 益

（単位：円）

決　算　額 翌年度繰越額 不　用　額

予算額に比べ決算額の増減

△ 215,724,213

予　算　額 決　算　額

が望まれる。

３ 福岡県電気事業会計 
当年度の電気事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き 円の純利益

を計上している。

当事業は、水力発電により再生可能エネルギーの供給に寄与しており、引き続き経営の安定に努めることが望まれる。

４ 福岡県工業用水道事業会計 
当年度の工業用水道事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き

円の純利益を計上している。

当事業は、工業用水の安定供給により県内の産業振興を担っており、引き続き経営の安定に努めることが望まれる。 

５ 福岡県工業用地造成事業会計 
当年度の工業用地造成事業の決算状況は、総収益 円に対し、総費用 円で、差引き

円の純利益を計上している。

当事業は、企業立地の受け皿となる工業用地を整備することにより地域の産業振興に寄与している。令和２年度に事業着

手した宮若北部工業用地及び令和３年度に事業着手した直方・鞍手工業用地については、計画的な造成と分譲に向けた努力

が望まれる。
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　  イ 資本的収入及び資本的支出

　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  　

第２項  　

　注　仮受消費税を含まない。

　　　(イ)　資本的支出

第１項  　

第２項  　

　注  仮払消費税を含む。

企 業 債

企 業 債 償 還 金

　第１款   資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

（単位：円）

予算額に比べ決算額の増減

△ 219,900,000

△ 219,900,000

決　算　額

　第１款   資 本 的 収 入

負 担 金

区　　　　　分 予　算　額

区　　　　　分 翌年度繰越額 不　用　額予　算　額 決　算　額
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　　（単位：円、％）

太宰府病院 健康増進課
金　　　　額 金　　　　額 金　　　　額 率 金　　　額 金　　　額

入院収益

外来収益

その他医業収益 △ 176,481,251 △ 67.0

計　　　① △ 107,943,752 △ 4.9

給与費 △ 1,355,843 △ 9.9

経費

減価償却費

資産減耗費

計　　　②

  医業損益　 Ａ＝①－② △ 347,264,433 △ 171,834,516 △ 175,429,917 △ 102.1 △ 315,107,330 △ 32,157,103

補助金等収益 △ 11,882,000 △ 3.6

長期前受金戻入

その他医業外収益 △ 41,907 △ 3.1

計　　　③ △ 9,797,309 △ 2.3

支払利息及び企業債取扱諸費 △ 7,270,950 △ 12.4

雑損失 △ 12,121,103 △ 58.0

計　　　④ △ 19,392,053 △ 24.3

  経常損益　Ｂ＝Ａ＋③－④ △ 165,835,173 △ 98.9 △ 32,157,103

過年度損益修正益

その他特別利益 △ 8,000 皆減

計　　　⑤

過年度損益修正損

計　　　⑥

  当年度純損益  Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥ △ 5,220,588 △ 170,698,585 △ 103.2 △ 32,157,901

△ 114,430,190 △ 4.3

  前年度繰越利益剰余金 △ 1,047,880,791 △ 1,213,358,788 － －

  当年度未処分利益剰余金 △ 1,053,101,379 △ 1,047,880,791 △ 5,220,588 △ 0.5 － －

 注　消費税を含まない。

  　総収益　①＋③＋⑤

  　総費用　②＋④＋⑥

医
業
収
益

医
業
費
用

医
業
外

　
費
用

特
別
利
益

特
別

損
失

医
業
外
収
益

　(2)　損益計算書

科　　　　目
令和５年度 令和４年度 　対　前　年　度　増　減

令和５年度内訳

　  イ 資本的収入及び資本的支出

　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  　

第２項  　

　注　仮受消費税を含まない。

　　　(イ)　資本的支出

第１項  　

第２項  　

　注  仮払消費税を含む。

企 業 債

企 業 債 償 還 金

　第１款   資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

（単位：円）

予算額に比べ決算額の増減

△ 219,900,000

△ 219,900,000

決　算　額

　第１款   資 本 的 収 入

負 担 金

区　　　　　分 予　算　額

区　　　　　分 翌年度繰越額 不　用　額予　算　額 決　算　額
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　(3)　剰余金計算書

（単位：円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減

　剰　　　余　　　金 △ 136,310,702 △ 131,090,114 △ 5,220,588

　資　本　剰　余　金

　利　益　剰　余　金 △ 1,053,101,379 △ 1,047,880,791 △ 5,220,588

△ 1,053,101,379 △ 1,047,880,791 △ 5,220,588
 注1  消費税を含まない。

 注2  利益剰余金が△の場合は、欠損が生じていることを示す。

科　　　　　　　目

受 贈 財 産 評 価 額

補 助 金

一 般 会 計 負 担 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

そ の 他 資 本 剰 余 金
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　　（単位：円、％）

太宰府病院 健康増進課
金　　　　額 金　　　　額 金　　　　額 率 金　　　額 金　　　額

１　固定資産 △ 75,111,243 △ 2.2
 (1)有形固定資産 △ 75,111,243 △ 2.2
　　ア　土地
　　イ　建物　　　　　　 △ 65,727,144 △ 2.3
　　ウ　構築物　　　　　 △ 1,176,503 △ 3.7
　　エ　器械備品　　　　 △ 6,314,793 △ 5.7
　　オ　車両 △ 1,892,803 △ 14.9
 (2)無形固定資産
　　ア　電話加入権
２　流動資産 △ 36,966,369 △ 2.6
 (1)現金預金
 (2)未収金 △ 107,192,011 △ 15.3
 (3)貸倒引当金　　　 △ 42,302,459 △ 42,302,459 △ 16,507,707 △ 25,794,752
 (4)その他流動資産

△ 112,077,612 △ 2.3
３　固定負債 △ 416,879,551 △ 16.8
 (1)企業債　　　　　　 △ 416,879,551 △ 16.9
 (2)退職給付引当金　　
４　流動負債
 (1)企業債　　　　　　
 (2)未払金
 (3)預り金 △ 4,310,110 △ 67.8
 (4)賞与引当金　　　　　　
 (5)法定福利費引当金　　 △ 2,370 △ 1.1
５　繰延収益
 (1)長期前受金　　　　　　
 (2)長期前受金収益化累計額 △ 2,086,441,732 △ 1,998,770,839 △ 87,670,893 △ 4.4 △ 2,086,441,732

△ 106,857,024 △ 2.9
６　資本金
７　剰余金 △ 136,310,702 △ 131,090,114 △ 5,220,588 △ 4.0 △ 4,053,199,981
 (1)資本剰余金　　　　
 (2)利益剰余金　　　　 △ 1,053,101,379 △ 1,047,880,791 △ 5,220,588 △ 0.5 △ 4,836,399,476

△ 5,220,588 △ 0.5 △ 2,956,778,266
△ 85,027,523

△ 112,077,612 △ 2.3 △ 2,720,085,612
 注　消費税を含まない。

　(4)　貸借対照表

負　債　資　本　合　計

科　　　　　　目
令和５年度内訳

資
　
産
　
の
　
部

資　産　合　計

負
　
債
　
の
　
部

負　債　合　計
資
本
の
部

資　本　合　計
整　理　勘　定

令和５年度 令和４年度 　対　前　年　度　増　減

資
本
の
部
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２　福岡県流域下水道事業会計

　(1)　決算報告書

　 　ア 収益的収入及び収益的支出

　　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項　
　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　収益的支出

（単位：円）

第１項  

第２項  
　注　仮払消費税を含む。

営 業 収 益

営 業 外 収 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款  流域下水道事業収益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

営 業 費 用

 第１款  流域下水道事業費

営 業 外 費 用

予算額に比べ決算額の増減

△ 1,849,314,704

△ 1,528,883,476

△ 320,431,228

翌年度繰越額 不　用　額
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　 　イ 資本的収入及び資本的支出

　　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  

第２項

第３項

第４項  

　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　資本的支出

（単位：円）

第１項 

第２項 

第３項 

　注　仮払消費税を含む。

企 業 債 償 還 金

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款  資 本 的 収 入

翌年度繰越額 不　用　額

企 業 債

負 担 金

国 庫 補 助 金

他 会 計 補 助 金

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

建 設 改 良 費

 第１款  資 本 的 支 出

予 備 費

△ 40,431,066

予算額に比べ決算額の増減

△ 3,430,029,415

△ 755,600,000

△ 10,303,489

△ 2,623,694,860
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令和５年度 令和４年度

金      額 金      額 金      額 率

流 域 下 水 道 管 理 費 負 担 金

 営  業  収  益 そ の 他 営 業 収 益

　 計　①

管渠・ポンプ場・処理場費

業 務 費

 営  業  費  用 減 価 償 却 費 △ 392,220,818 △ 4.2

　 資 産 減 耗 費

　 計　②

△ 8,914,184,400 △ 9,254,824,159

他 会 計 補 助 金 △ 51,798,000 △ 3.0

長 期 前 受 金 戻 入 △ 244,540,644 △ 3.1

雑 収 益

計　③ △ 296,338,344 △ 3.1

支払利息及び企業債取扱諸費 △ 13,907,256 △ 4.9

 営 業 外 費 用 雑 支 出

　 計　④ △ 12,864,091 △ 4.5

 経常損益 Ｂ＝Ａ＋③－④

 当年度純損益 Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥

 前年度繰越利益剰余金 △ 6,912,487,274 △ 7,059,312,781

 当年度未処分利益剰余金 △ 6,708,496,261 △ 6,912,487,274

 注　消費税を含まない。

　 総収益　①＋③＋⑤

　 総費用　②＋④＋⑥

 特別損失　　　　　　　　　　　　⑥

　 (2)　損益計算書

科　　　　　　　目
対 前 年 度 増 減

 営業損益  Ａ＝①－②

 特別利益　　　　　　　　　　　　⑤

 営 業 外 収 益

    　　      　（単位：円、％）
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　(3)　剰余金計算書

（単位：円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減

　剰　　　余　　　金

　資　本　剰　余　金

　利　益　剰　余　金 △ 6,708,496,261 △ 6,912,487,274

△ 6,708,496,261 △ 6,912,487,274
 注1　消費税を含まない。

 注2  利益剰余金が△の場合は、欠損が生じていることを示す。

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

国 庫 補 助 金

そ の 他 資 本 剰 余 金

科　　　　　　　目

他 会 計 補 助 金

建 設 負 担 金
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３　福岡県電気事業会計

　(1)　決算報告書

　   ア 収益的収入及び収益的支出

　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項  

第３項　
　注　仮受消費税を含む。

　　　(イ)　収益的支出

（単位：円）

第１項  

第２項  

第３項　

第４項  
　注　仮払消費税を含む。

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款　電 気 事 業 収 益

不　用　額

 第１款 　電 気 事 業 費

翌年度繰越額

営 業 収 益

財 務 収 益

事 業 外 収 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

営 業 費 用

財 務 費 用

事 業 外 費 用

予 備 費

予算額に比べ決算額の増減

△ 2,115,726

令和５年度 令和４年度
金    額 金    額 金    額 率

１　固定資産 △ 4,076,257,905 △ 2.3
 (1)有形固定資産 △ 4,076,257,905 △ 2.3
　　ア　土地
　　イ　建物 △ 413,486,066 △ 4.2
　　ウ　構築物 △ 2,291,544,195 △ 2.6
　　エ　機械及び装置 △ 1,501,096,608 △ 2.6
　　オ　車両運搬具 △ 151,500 △ 13.0
　　カ　工具器具及び備品 △ 5,237,930 △ 7.3
　　キ　建設仮勘定
 (2)無形固定資産
　　ア　地上権
２　流動資産
 (1)現金預金
 (2)未収金

△ 3,018,191,157 △ 1.7
３　固定負債 △ 626,340,028 △ 1.6
 (1)企業債 △ 649,168,879 △ 1.7
　　ア　建設改良費等の財源に充てるための企業債 △ 649,168,879 △ 1.7
 (2)引当金
　　ア　退職給付引当金 △ 5,319,862 △ 10.9
　　イ　特別修繕引当金
 (3)その他固定負債
　　ア　長期預り金
４　流動負債
 (1)企業債 △ 379,606,248 △ 9.3
　　ア　建設改良費等の財源に充てるための企業債 △ 379,606,248 △ 9.3
 (2)未払金
 (3)引当金 △ 138,502 △ 0.6
　　ア　賞与引当金 △ 117,992 △ 0.5
　　イ　法定福利費引当金 △ 20,510 △ 0.9
（4)その他流動負債 △ 196,860,189 △ 46.6
５　繰延収益 △ 2,999,030,331 △ 2.4
 (1)長期前受金
 (2)長期前受金収益化累計額 △ 32,693,770,388 △ 24,990,380,016 △ 7,703,390,372 △ 30.8

△ 3,222,182,170 △ 1.9
６　資本金
７　剰余金
 (1)資本剰余金
 (2)利益剰余金 △ 6,708,496,261 △ 6,912,487,274

△ 3,018,191,157 △ 1.7
 注　消費税を含まない。 消費税を含まない。

　(4)　貸借対照表

資

産

の

部

負   債   資   本   合   計

　　　　　　　 （単位：円、％）

科　　　　　　　　　目 対前年度増減

資　　産　　合　　計

負　　債　　合　　計

資　　本　　合　　計

資
本
の
部

負

債

の

部

資
本
の
部
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３　福岡県電気事業会計

　(1)　決算報告書

　   ア 収益的収入及び収益的支出

　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項  

第３項　
　注　仮受消費税を含む。

　　　(イ)　収益的支出

（単位：円）

第１項  

第２項  

第３項　

第４項  
　注　仮払消費税を含む。

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款　電 気 事 業 収 益

不　用　額

 第１款 　電 気 事 業 費

翌年度繰越額

営 業 収 益

財 務 収 益

事 業 外 収 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

営 業 費 用

財 務 費 用

事 業 外 費 用

予 備 費

予算額に比べ決算額の増減

△ 2,115,726
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　  イ 資本的収入及び資本的支出

　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  他会計貸付金元金収入
　注　仮受消費税を含まない。

　　　(イ)　資本的支出

第１項  

第２項

 注　仮払消費税を含む。

予 備 費

建 設 改 良 費

 第１款   資 本 的 支 出

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額 翌年度繰越額 不　用　額

（単位：円）

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額 予算額に比べ決算額の増減

 第１款   資 本 的 収 入
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令和５年度 令和４年度

金　　　額 金　　　額 金　　　額 率

電 力 料 △ 2,372,631 △ 0.5

営 業 雑 収 益

受 託 運 転 益

計   ①

水 力 発 電 費

一 般 管 理 費

減 価 償 却 費 △ 6,230,734 △ 5.6

資 産 除 却 費

計　 ②

△ 6,442,141 △ 25,524,639 △ 133.8

受 取 利 息

過 年 度 損 益 修 正 益 △ 8,850 △ 14.7

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

計　 ③

支 払 利 息 △ 123,371 皆減

雑 損 失 皆増

計　 ④ △ 50,825 △ 41.2

△ 12,765,229 △ 41.2

－

－

△ 12,765,229 △ 41.2

－

△ 3,725,013 皆減

△ 16,490,242 △ 47.6

 注　消費税を含まない。

　 (2)  損益計算書

 当年度純損益　Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥

　 総収益　①＋③＋⑤

 　総費用　②＋④＋⑥

    　　      　（単位：円、％）

科　　　　　目
対前年度増減

 営　業　収　益　

 営  業  費  用

 当年度未処分利益剰余金

 営業損益  Ａ＝①－②

 営 業 外 収 益

 営 業 外 費 用

 経常損益　Ｂ＝Ａ＋③－④

 特別利益　                    ⑤

 特別損失　                    ⑥

 その他未処分利益剰余金変動額

 前年度繰越利益剰余金
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　(3)　剰余金計算書

（単位：円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減

　剰　　　余　　　金

　資　本　剰　余　金

　利　益　剰　余　金

△ 16,490,242
 注　消費税を含まない。

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

科　　　　　　　目

国 庫 補 助 金

そ の 他 の 資 本 剰 余 金

建 設 改 良 積 立 金
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令和５年度 令和４年度
金　　　額 金　　　額 金　　　額 率

△ 311,841,595 △ 13.7
 (1)有形固定資産
　　ア　水力発電設備
　　イ　業務設備 △ 107,110 △ 13.9
　　ウ　建設仮勘定 △ 66,084,678 △ 65.2
 (2)無形固定資産
　　ア　電話加入権

△ 360,000,000 △ 60.0
　　ア　他会計貸付金 △ 360,000,000 △ 60.0
２　流動資産

△ 1,418,033 △ 44.1

３　固定負債
 (1)引当金
　　ア　退職給付引当金
　　イ　特別修繕引当金
　　ウ　大規模点検引当金
４　流動負債
 (1)未払金
 (2)未払費用 △ 26,110,773 △ 58.6
 (3)引当金
　　ア　賞与引当金
　　イ　法定福利費引当金
　　ウ　修繕引当金
 (4)預り金 △ 1,582,697 △ 67.5
５　繰延収益 △ 270,182 △ 2.9
 (1)長期前受金
 (2)長期前受金収益化累計額 △ 49,662,109 △ 49,391,927 △ 270,182 △ 0.5

６　資本金
７　剰余金
 (1)資本剰余金
 (2)利益剰余金

 注　消費税を含まない。

　(4)　貸借対照表

資

産

の

部

負

債

の

部

 　　 　　　 （単位：円、％）

科　　　　　　目 対前年度増減

１　固定資産

 (3)投資その他の資産

 (1)現金預金
 (2)営業未収入金
 (3)諸未収入金
 (4)貯蔵品

資   本   合   計
負  債  資  本  合  計

資  産  合  計

負  債  合  計
資
本
の
部
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　 　イ 資本的収入及び資本的支出

　　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  

　注　仮受消費税を含まない。

　　　　(イ)　資本的支出

（単位：円）

第１項 

第２項 

第３項  

　注　仮払消費税を含む。

予算額に比べ決算額の増減

翌年度繰越額 不　用　額区　　　　　分

区　　　　　分 予　算　額

予　算　額 決　算　額

国 庫 補 助 金

決　算　額

 第１款  資 本 的 収 入

建 設 改 良 費

予 備 費

企 業 債 償 還 金

 第１款  資 本 的 支 出

４　福岡県工業用水道事業会計

　(1)　決算報告書

　 　ア 収益的収入及び収益的支出

　　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項　

第３項　
　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　収益的支出

（単位：円）

第１項  

第２項  

第３項  
　注　仮払消費税を含む。

営 業 収 益

区　　　　　分

 第１款  工業用水道事業費

営 業 費 用

営 業 外 費 用

予 備 費

営 業 外 収 益

予算額に比べ決算額の増減

特 別 利 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款  工業用水道事業収益

不　用　額翌年度繰越額予　算　額 決　算　額
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　 　イ 資本的収入及び資本的支出

　　　　(ア)　資本的収入

（単位：円）

第１項  

　注　仮受消費税を含まない。

　　　　(イ)　資本的支出

（単位：円）

第１項 

第２項 

第３項  

　注　仮払消費税を含む。

予算額に比べ決算額の増減

翌年度繰越額 不　用　額区　　　　　分

区　　　　　分 予　算　額

予　算　額 決　算　額

国 庫 補 助 金

決　算　額

 第１款  資 本 的 収 入

建 設 改 良 費

予 備 費

企 業 債 償 還 金

 第１款  資 本 的 支 出
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令和５年度 令和４年度

金      額 金      額 金      額 率

　 給 水 収 益

 営  業  収  益 営 業 雑 収 益

　 計　①

業 務 費

　 一 般 管 理 費

 営  業  費  用 減 価 償 却 費

　 資 産 減 耗 費

　 計　②

△ 109,491,413 △ 39.7

　 受 取 利 息

過 年 度 損 益 修 正 益

 営 業 外 収 益 長 期 前 受 金 戻 入 △ 11,254,534 △ 3.8

　 雑 収 益 △ 6,035,484 △ 17.6

計　③ △ 14,363,535 △ 4.3

支 払 利 息 △ 3,787,765 △ 23.3

過 年 度 損 益 修 正 損 △ 3,295,563 皆減

雑 支 出

計　④ △ 6,259,153 △ 31.9

 経常損益 Ｂ＝Ａ＋③－④ △ 117,595,795 △ 19.9

△ 437,732 △ 65.7

－

 当年度純損益 Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥ △ 118,033,527 △ 20.0

 前年度繰越利益剰余金 －

 その他未処分利益剰余金変動額

 当年度未処分利益剰余金 △ 66,373,271 △ 7.4

 注　消費税を含まない。

  (2)　損益計算書

 特別損失　　　　　　　　　　　　⑥

　 総収益　①＋③＋⑤

　 総費用　②＋④＋⑥

（単位：円、％）

科　　　　　　　目
対 前 年 度 増 減

 営業損益  Ａ＝①－②

 特別利益　　　　　　　　　　　　⑤

 営 業 外 費 用
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　(3)　剰余金計算書

（単位：円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減

　剰　　　余　　　金

　資　本　剰　余　金

　利　益　剰　余　金

△ 66,373,271
 注　消費税を含まない。

科　　　　　　　目

国 庫 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

減 債 積 立 金

建 設 改 良 積 立 金

令和５年度 令和４年度

金      額 金      額 金      額 率

　 給 水 収 益

 営  業  収  益 営 業 雑 収 益

　 計　①

業 務 費

　 一 般 管 理 費

 営  業  費  用 減 価 償 却 費

　 資 産 減 耗 費

　 計　②

△ 109,491,413 △ 39.7

　 受 取 利 息

過 年 度 損 益 修 正 益

 営 業 外 収 益 長 期 前 受 金 戻 入 △ 11,254,534 △ 3.8

　 雑 収 益 △ 6,035,484 △ 17.6

計　③ △ 14,363,535 △ 4.3

支 払 利 息 △ 3,787,765 △ 23.3

過 年 度 損 益 修 正 損 △ 3,295,563 皆減

雑 支 出

計　④ △ 6,259,153 △ 31.9

 経常損益 Ｂ＝Ａ＋③－④ △ 117,595,795 △ 19.9

△ 437,732 △ 65.7

－

 当年度純損益 Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥ △ 118,033,527 △ 20.0

 前年度繰越利益剰余金 －

 その他未処分利益剰余金変動額

 当年度未処分利益剰余金 △ 66,373,271 △ 7.4

 注　消費税を含まない。

  (2)　損益計算書

 特別損失　　　　　　　　　　　　⑥

　 総収益　①＋③＋⑤

　 総費用　②＋④＋⑥

（単位：円、％）

科　　　　　　　目
対 前 年 度 増 減

 営業損益  Ａ＝①－②

 特別利益　　　　　　　　　　　　⑤

 営 業 外 費 用
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５　福岡県工業用地造成事業会計

　(1)　決算報告書

　 　ア 収益的収入及び収益的支出

　　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項  

　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　収益的支出
（単位：円）

第１項  

第２項  

　注　仮払消費税を含む。

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款  造 成 事 業 収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

営 業 費 用

 第１款  造 成 事 業 費

営 業 外 費 用

予算額に比べ決算額の増減

△ 308

翌年度繰越額 不　用  額

令和５年度 令和４年度
金    額 金    額 金    額 率

１　固定資産 △ 323,172,385 △ 1.3
 (1)有形固定資産
　　ア　土地
　　イ　建物 △ 8,683,235 △ 2.9
　　ウ　構築物 △ 43,054,957 △ 0.6
　　エ　機械及び装置 △ 68,009,556 △ 5.6
　　オ　車両運搬具 △ 196,918 △ 14.1
　　カ　工具器具及び備品 △ 697,517 △ 21.5
　　キ　共有設備
　　ク　建設仮勘定

 (2)無形固定資産 △ 378,281,297 △ 3.2
　　ア　水利権 △ 19 皆減
　　イ　地上権
　　ウ　施設利用権 △ 1,145,554 △ 20.8
　　エ　ダム使用権 △ 377,135,724 △ 3.2
　　オ　電話加入権
 (3)投資その他の資産
　　ア　その他の投資
２　流動資産
 (1)現金預金
 (2)営業未収入金
 (3)営業外未収入金
 (4)前払金 △ 29,241,000 △ 56.5
 (5)前払費用
 (6)貯蔵品

３　固定負債 △ 189,621,849 △ 5.0
 (1)企業債 △ 190,033,713 △ 5.1
 (2)引当金
　　ア　退職給付引当金
４　流動負債
 (1)企業債 △ 40,204,959 △ 17.5
 (2)未払金
 (3)未払費用
 (4)引当金 △ 4,416,294 △ 3.4
　　ア　賞与引当金 △ 376,000 △ 2.9
　　イ　法定福利費引当金 △ 41,000 △ 1.6
　　ウ　修繕引当金 △ 3,999,294 △ 3.5
（5)前受金 △ 231,498,562 △ 23.6
（6)その他預り金
５　繰延収益 △ 278,703,937 △ 3.0
 (1)長期前受金 △ 15,157,897 △ 0.1
 (2)長期前受金収益化累計額 △ 7,498,823,787 △ 7,235,277,747 △ 263,546,040 △ 3.6

△ 395,027,034 △ 2.7
６　資本金
７　剰余金
 (1)資本剰余金
 (2)利益剰余金

 注　消費税を含まない。

　(4) 貸借対照表

資

産

の

部

資　　本　　合　　計
負   債   資   本   合   計

　　　　　　　 （単位：円、％）

科　　　　　　　　　目 対前年度増減

　　ケ　その他の有形固定資産

資
本
の
部

資　　産　　合　　計

負　　債　　合　　計

負

債

の

部
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５　福岡県工業用地造成事業会計

　(1)　決算報告書

　 　ア 収益的収入及び収益的支出

　　　　(ア)　収益的収入

（単位：円）

第１項  

第２項  

　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　収益的支出
（単位：円）

第１項  

第２項  

　注　仮払消費税を含む。

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

 第１款  造 成 事 業 収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

営 業 費 用

 第１款  造 成 事 業 費

営 業 外 費 用

予算額に比べ決算額の増減

△ 308

翌年度繰越額 不　用  額
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　 　イ 資本的収入及び資本的支出

　　　　(ア)　資本的収入
（単位：円）

第１項  工業用地造成事業収入

第２項  

　注　仮受消費税を含む。

　　　　(イ)　資本的支出

（単位：円）

 第１款  資 本 的 支 出

第１項  

第２項

第３項  

第４項

　注　仮払消費税を含む。

 第１款  資 本 的 収 入

予算額に比べ決算額の増減

△ 2,769,899,558

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

企 業 債

区　　　　　分 予　算　額 決　算　額

造 成 事 業 費

他会計借入金償還金

企 業 債 償 還 金

工業用地造成事業収入返還金

△ 1,769,900,000

翌年度繰越額 不　用  額

△ 999,999,558
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令和５年度 令和４年度

金　　　額 金　　　額 金　　　額 率

土 地 売 却 収 益

 営  業  収  益 営 業 雑 収 益

計　　①

土 地 売 却 原 価

維 持 管 理 費 △ 6,171,299 △ 28.3

一 般 管 理 費 △ 1,479,330 △ 5.0

計　　②

△ 22,449,000 △ 9,033,816 △ 13,415,184 △ 148.5

雑 収 益

計　　③

支 払 利 息

雑 支 出 皆増

計　　④

 特 別 利 益 　　　　　　　 ⑤ △ 6,588,000 皆減

 特 別 損 失　　　　　　　　　　 　　⑥　　　　　　　 ⑥ －

△ 1,713,872,637 △ 1,726,354,452

△ 1,685,511,178 △ 1,713,872,637

 注　消費税を含まない。

　 総費用　②＋④＋⑥

 前年度繰越利益剰余金　

 当年度未処分利益剰余金　

 営 業 外 費 用

 経常損益　Ｂ＝Ａ＋③－④

 当年度純損益　Ｃ＝Ｂ＋⑤－⑥

　 総収益　①＋③＋⑤

 営 業 外 収 益

（単位：円、％）

科　　　　　　目
対前年度増減

  (2)　損益計算書

　営業損益　Ａ＝①－②

 営  業  費  用
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　(3)　剰余金計算書

（単位：円）

令和５年度 令和４年度 対前年度増減

　剰　　　余　　　金 △ 949,281,457 △ 977,642,916

　利　益　剰　余　金 △ 949,281,457 △ 977,642,916

△ 1,685,511,178 △ 1,713,872,637
 注1  消費税を含まない。

 注2  利益剰余金が△の場合は、欠損が生じていることを示す。

科　　　　　　　目

土 地 造 成 積 立 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
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令和５年度 令和４年度
金　　　　額 金　　　　額 金　　　　額 率

 (1)無形固定資産
　　ア　電話加入権

 (1)完成土地
 (2)未成土地 △ 142,544,734 △ 9.6

△ 878,758,984 △ 27.6
 (1)現金預金 △ 846,244,525 △ 27.7
 (2)営業外未収入金 △ 103,920,000 △ 99.4
 (3)前払金

△ 668,551,726 △ 10.9
４　固定負債 △ 729,063,247 △ 16.8
 (1)企業債
 (2)他会計借入金 △ 360,000,000 △ 60.0
 (3)引当金
　　ア　退職給付引当金
 (4)長期前受金 △ 760,189,247 △ 88.0
 (5)その他の固定負債
　　ア　長期預り金

 (1)未払金
 (2)未払費用 △ 18,997,118 △ 98.8
 (3)引当金 △ 1,395,000 △ 24.8
　　ア　賞与引当金 △ 1,177,000 △ 25.0
　　イ　法定福利費引当金 △ 218,000 △ 24.0
 (4)前受金 △ 82,840,000 △ 34.5
 (5)預り金

△ 696,913,185 △ 14.5

△ 949,281,457 △ 977,642,916
 (1)利益剰余金 △ 949,281,457 △ 977,642,916
　　ア　土地造成積立金
　　イ　当年度未処分利益剰余金 △ 1,685,511,178 △ 1,713,872,637

△ 668,551,726 △ 10.9

 注　消費税を含まない。

　(４)　　貸借対照表
（単位：円、％）

科　　　　　　　　目 対前年度増減

資

産

の

部

１　固定資産

２　造成土地

３　流動資産

資　　本　　合　　計
負　債  資　本　合　計

資　　産　　合　　計

５　流動負債

負　　債　　合　　計

資
本
の
部

６　資本金
７  剰余金

負

債

の

部
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